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序

象潟町は、国指定天然記念物象潟、鳥海国定公国などの景勝地と

して知られ、また先人の残した数多くの文化財があります。

このほど、建設省東北建設局により、象潟町小砂川地内の国道 7

号線のバイパス工事が計画されました。計画路線内の埋蔵文化財に

ついて分布調査を実施したところ、カウヤ遺跡の存在が判明し、工

に先立って発掘調査を実施しました。その結果、平安時代の焼土

遺構や須恵器、土師器等が出土しました。

本書は、この調査結果をまとめたものでありますが、町民はもと

より県民各位の文化財偽保護に対する御理解と歴史研究の上で、いさ

さかでも役立てていただければ幸いです。

最後に、この調査に御協力いただきました建設省秋田工事事務所、

象潟町教育委員会、ノト砂川地区自治会をはじめ関係各位に厚く御礼

を申し上げます。

昭和60年3月31日

秋出県教育委員会

教 長斎藤 長
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1 本書は秋田県教育委員会が昭和59年 8月1日から同年 9月8日にわたって実施した、秋田県

由利郡象潟町小砂川カウヤ遺跡の発掘調査報告書である。

2 本書の作成にあたり、青森県埋蔵文化財調査七ンター主任主査北林八社i'I晴氏、秋田県立博

物館主任学芸主事磯村朝次郎氏から、製塩土器に関して御教示を得た。記して感謝の意を表

したい。

3 本書の執筆・編集は柴田揚一郎が行ったO

4 土色の表記は農林水産省農林水産技術会議事務局鑑修、財団法人日本色彩研究所色標鑑修

r新版 標準土色帳』に拠った。

5 本報告書に使用した地図は建設省国土地理院発行 5万分の l、建設省東北地方建設局秋田

工事事務所発行千分の lの地図である。
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第 i主'(1 発5111:調査に奈るまで

第 1章はじめに

第 1節発掘調査に至るまで

カウヤ遺跡の発掘調査は、建設省東北地方建設局の 7号線小砂川ノくイパ に係

る緊急発掘調査である。本事業は小砂川地内の交通渋帯緩和のため、三崎峠の南端から小砂川

に入り、集落東側の山裾を通り大須郷に~る問、約 4km をバイパスで結ぶものである。

発掘の対象となったカウヤ遺跡は、昭和57年に秋田県教育委員会が分布調査を実施し、

古代の集落跡であると確認した遺跡で、 これを縦断するバイパスの工事が昭和60年度から行われ

ることになったため、工法等で対応不可能な路線内の削土によって破壊される部分について記

を目的に発掘調査を実施したものである。今回の調査は 2年計画の初年度にあたる。

第 2節調査の組織と構成

遺跡所在地 由利郡象潟町小砂)11字アマクラ53番地他

調査期間昭和59年8月1日~同年 9月8日

競査対象面積 3，000m2 

調査面積 1，884m2

調査主体

調査担当者 柴田陽一郎、橋本高史(いず、れも秋田県埋蔵文化財センター

調査事務担当者 加藤道(秋田県埋蔵文化財センター 主査)、佐藤健(同

調査作業員加藤兵四郎加藤富夫土門惣一郎加藤幸男伊藤得郎加藤義助藤井

広松土門富一伊藤弥三治郎 須田正勝堀口秀幸須藤文男

池田武治阿部久一佐藤大須田豊一斉藤俊雄 聖子口勝雄

今野1111 命 斉藤幹夫

デ、コ 加藤明子伊藤相子

土I11Jトヨミ (登録順)

務補助員近藤節子

調査協力建設省東北地方建設局秋田

員会、小{沙JII地区白

佐藤よし江伊藤ミユミ 加藤ヒ

々木ツギ子須日]トム 布)11ノイ

同 本荘国道維持出張所、象潟町教



第 11，f はじめに

鞘
N

図

な

，

q
，
に
て
四
四
醐
図

調
諸
国

(

N

W

1

こ

i
y

2 



第 1節立地と環境

第 2章遺跡の立地と環境

第 1節立地と環境

カウヤ遺跡は東経 1390 53' 10庁、北緯390。γ 30庁、国鉄羽越本線小砂川駅から南南西に
約 1kmの地点にあって、山形県境までは約 1kmの距離である(第 1 図)。標高22~30m の台地

上に位置するが、この台地は鳥海山から噴出した火砕泥流堆積物によって形成されており、遺

跡付近は全体が西側に緩傾斜しており、 200mほどで日本海の汀線に至る。 海岸線は、火砕

泥流によってできた崖が海水の浸食を受け奇岩となり、まれに見る景勝地となっている。

遺跡は南北に細長く、その規模は南北約 350m、東西約100mにわたる範囲と推定される。本

は、遺跡の南西端にあたり、南は比高差10mほどの急、斜面となり、東から西にかけて緩

やかな斜面となる(第 2図)。来年度以降の調査予定地の北側は西に緩く傾斜しているものの、

に近い。

遺跡地の現況は全部砂地の畑地である。砂は深い所で 2mほどもあるが、これは海砂が風に

乗って飛砂となり堆積したものであろう。

第 2節歴史的環境

象潟町は海岸沿いで、J11があり、山が近くにせまり、自然に恵まれているため、遺跡が比較

的多く、昔から遺物が発見されている。

!日石器時代の遺跡は確認されていないが、縄文時代になるとその数は増加する。本遺跡周辺

の遺跡を見てみると、古い時期の遺跡は未発見であるが、中期では川袋滝ノ下遺跡(第 1図6

晩期との複合)、 )11袋川崎遺跡(7一晩期との複合)、菅先遺跡 (8-後期との複合)、後

期ではヲフキ遺跡(9 )、萩坂遺跡がある。晩期では、栗山池遺跡(10)、ヨシハ沢遺跡(11)

がある。他には小砂川三tll奇(2 )、小砂川水上(3 )、小砂J11中磯(4 )、小砂川下向坂(5 )、

下宿権現森(12)の各遺跡があり、大砂川や川袋、小砂川の海岸線もしくは河川の近くに多く

の遺跡が所在している。

弥生時代になると遺跡数は減少し、わず、か九十九島遺跡(13) だけとなる。

奈良・平安時代の遺跡としては金環、管玉が出土した管ケl埼古墳があるが、その所在地につ

いては大砂川であろうと推定されているが、墳丘が残ってむらず詳しい事は不明である。

円

‘j 



図版 1 上遺跡i富豪 {弱から)
下請査前のようす (北東から)
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

本遺跡 の台地u守

となる。 j立跡全{本が束から rJljに1tri糾しているが、 1=[二1央では平lHに:I1Il ¥緩やか

から

~It は端部

東は羽越本線が通り、遺跡はその間にあり、

し、

お1iWi iEH，jflJ) lJilt 1B~ 

;主 で Fは小沢となり、

な斜面となっている。 12ljは国道7

北京に京HI長く伸びている。

の調杏!支は砂地で現在は段々畑として利用されているが、地Jljは前述のように
束から西

に比較的急な斜面となっている。そのため、畑と Lて使用する際に、部分的に砂
を削平し

を確保したためか、土帰国f面の観察によれば、かなり

くなかった。

位(第 3DZl参 l~H) は以下の通りである。

第1}，丙 オリーブ件j色砂層で層!亨28~38cmo

iそー D E10 ーう国

H:2700m 

東西ライン

W2fiOOm 

11:15.00m 

3図

「

H
H
M
i
l
i
-
-ー
じ

L

5 

_，_. 
C が認められる場合が少な

南北ライン →s 

V 



第3主主 発掘百~J査の~死婆

第百層 fl音褐色砂層で層淳24~57crnで、現代のガラス、

の粒子が細かい。

第国!害 時褐色砂層で層厚36~77crno 古代の遺物包含層­

第N層 にぷい黄褐色で層!享 9~ 14crno -第VJ替の持者移層

第V層 にぷい黄褐色火山灰土で臣礁を多く含む。 地山

第 2節調査の方法

第I層・第立層より砂

グリッドの設定は、来年度以降に調査される予定である残りの路線内部分をカバーできるよ

うにした。つまり PA10を原点として、これから磁北に合せた南北基線 (y軸)と、これに

る東西基線 (X軸)を求め、南北方向には 4m毎に二桁の算用数字、東西方向には 4m

にアルファベット 2文字を付し、その組み合せでグリッドを呼称した。 PA10から南にPA10 

09・PA08.一、北にPA 11 . P A12・一、東にoJ 10・o1 10・一、西に PB10・PC10となり、ア
ルファベッド 2文字は40m毎に変わる。グリッドの呼称はそのグリッドの南東隅の座標名で呼

ぶこととした。

第 3節調査の経過

調査期間は昭和59年 8月1日から同年 9月8Bまで、約 1ヶ月余りである。なお、調査に先

立ち業者委託によるグリッド杭打設を行った。

8月l臼、小砂川公民館にて、作業員説明会開催。 2日、プレハブ3

ンターより機材到着。 3日、調査地のドメリり開始。 併せて南東端よりトレンチ調査開始。 6目、

o H08グリッドより焼土遺構検出。 8日、 PC07グリッドより土境検出10 11日、焼土遺構、土
墳の図面作成、写真撮影行なう。 20日、調査包の半分(南側)をほぼ終了し、

土捨て場とする。29 日、北東部の平担部 (OA18~21 グリッド付近)の表土除去開始。遺構・遺

物なし。 9月6日で撤去準備開始。 8日、すべての調査を終了。

6 
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第 4章調査の記録

第1節検出遺構と遺物 ② 
1 焼サ:i畳間

5 NOl銚士通精 {第4・5凶J
$P.A 
」

SP.8 -圃.

織H~面 第圃Jfの中!!どである。

{司!olj形j

{ll.! 1竜}

t告円形である一 ~H'2S_ 

1~拍O 筑)m X短紬O.36m で規1:の尽きO .

04-0.08rnである

• 

(:[1.土遺物) (第6阿1・2、母7t-<II)
I 本町色砂明血:，.. ~1..:'ll'J' 

田町Iめ色酢軒山本Itfl.:;，m¥;

平安時代のよ銅器+、 iUJ41紛がl，iJPnかち

わずかにN:'.土した>11'， I:j血，l，l，i， が品~ I:illl持

と i可じ凶j"l"ある IJ~か

ら、幾土.ii't械に伴な

うj豊物であると刊紙

Lた。

答6f司2:主主事形の

事H証土zlで関続2の

1 . 3をf.<fH量保し

たものであるe

o 50， .. 
」ーー--..J

第4図 SN 01 焼土iI*島

~i~;'主2 1(:0) 、 U 1t 29

cm、Jιf毛J6.5cmをdt

るJ￥さは底部で1.8

cm_!同部中央では1.2

~5図 SNOI 焼土遺構 (商から)

明、口容iiIiでは0.8冊と!l.:ffl~から J.へIT くにつれて薄〈なふr:Jn fflll阜へラ

;jj(工具で平滑に仕上げられている 飴土は祖i砂絵を含み、色調:1外l面がにぷ

い捻色か:二..i~¥‘itm色、内副はiニ.J..‘潟色かにぷい貸住色を呈L.外曲iのJ;，

部下裁はかなり火然骨走けたようで赤~が強〈部分的にffJ雌している oiIIl~lJ: 

IJ!iI諸外商には下端鰐1-1拘ナヂやナヂが、内面には刷毛凶が施される 外l4iに

はl附2.0-2.5叩ほどの-'tH.げ艇が町l臣官に残る。底部l主平滑で、術分I内tニ板1I

1 -



策4主義 調査の記録
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状と思われる圧痕が認められる。第 6図1も同じ土器の破片であろう。須恵

器は饗の破片が1点、(第 7図 1)のみ出土した。外面は板目状のタタキ、内

面は青海波文である。

第6図 S N 0 1 焼土遺構出土土器(土師器)
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ヨK4~ 調食のam

M8園出土土ft(須恵器)

2 土機

S KOI土繍 (lfi9・101m

(検l'I ~ 凶j) )II!IJ 1 1.岨Iである。

('l'同1形〉 長}J)杉で品品。

長辺1.5"' x ~\lJl2!. 2 

mで、深さ0.10-0

21mである。

‘j! )11である.阪に偵

しで長さ0.22m、O.

40m の;'I~l1が 211~

111上Lた

〈出土遺物〉 出土Lなかっと。し

(~ I持〉

{床 l耐〉

@ 

PP. ... 
← 

。
PP.8 → 

一生一H:23.初旬 ム「
l一て二一一一たがっτ、時期は不

明である。 ' 耐色静電事 t.. :- rJ~(世かい

o I・m

事巨9図 SK 01 土績
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第10図 SKOl 土績 {百から)

第2節遺構外の遺物

'lt安時代のi立物 (!lii7 閃 2 ・ 3 、砕18r~12 ' 3) 

ヨ電z"J!嶋句_'jJl拘

世~甲、

-;4J雪

ゐ恥

正t!1ぷt'fの量産片が2，oJ，ib土した。 21;).外l削l二カキ1-1、内商にタタキ円を布十るの 3以内

外面に亨タキ目を有する。

2 ，1戸時代の遺物{第11閃}

寛永通玄がJi点出土 ι I~ . この他c_初期fI'万収染付かと怠われるものが I 点，ll\_1: t.て

、、るが、制片の為、関示できなか.Iょ

3 その他の遺物 t第12!'耳)

1 . 2 I主土銭である。 lは全長3.7棚、外112.3聞、道さl6.59で、2C主全長4.0cm

外f王2.5cm，.1Il:さ21.59である。 3It土製品で外伐 3.0cm、重さ10，5gである{

ー1:1 Iti'l、，¥iHI時li:(i'I命保ttltJ柑t文化財，11.~ i'f.七ンターiω削教ぷによる。 ~t林氏によると、・1'. ・((11.\'

代後1・凶とJSわれる、といづこ》で品川

。 ① 
。 2cm 。1 。2 ぐ=>3。 5<m 

Ml1図 出土古銭
第12図 遺構外出土漬物

11 



~; 5 まとめ

第 5章まとめ

今回の調査で検出された遺構は、平安時代の焼土遺構 l 時期不明の土;嬢 1

土した遺物は、平安時代の土師器、

大変少なかったD

江戸時代の古銭、陶磁器などで、

ある。 J=l:IJ

.遺物とも

出土した遺物の中で土師器は製塩土器と呼ばれているもので、特徴として①鉢形をしている

こと、・②土師器の外面は粘土紐の継ぎ目を、内面には調整痕を明瞭に残していること、

には板白:[犬と思われる が認められること、④胎土には粗砂粒が混入し、 があり、外面

は二次火熱を受け赤変している部分があること、などの点をあげることができる。

県内の製塩関係遺跡は、男鹿半島部の 5笛所にその提定地が存在する。報告されている土師

いず、れも表採されたもので¥完形もしくは完形に近いものは、胴部下端に iVJ字状か r

UJ宇:[犬の切り込みを有する土師器などである。その他に、いずれも細片で全体の形状の知れ

るものはないが、製塩土器と忠われるものがあり、それらは外面に粘土紐の継ぎ目を有し、胎

土に砂礁を含み、二次火熱を受け、剥離痕を有しているものもあり、カウヤ遺跡の土師器と仰、

たような特徴を持っている。

県内で今のところ製塩に関係した遺構はないが、青森県の検出例をみると「自然様と砂で問っ

た田地Jが「製塩炉J で、その中に土製支脚を埋めている場合もあるようである。そして、土製

支脚の上に製塩土器を置き、濃縮・煎黙を行なったものと思われる。今回検出し

中に土製支ijt[Jが埋められておらず¥自然礎、も出土しなかった。また、製塩炉問辺からは土器が

に出土するのが製塩遺跡の通例であるが、 にはそのような;伏;兄はみられなか

った。本遺構が製塩炉としての機能を果していたのかどうかは、前記したように自

支脚の有無、土器のJlb土状況等をふまえ、今後の資料の増加をまつで比較検討したい。

註 l 磯村朝次郎 i秋田県沿岸にむける土器製塩に関する

月j鹿半島研究第 2号』男鹿地域研究会 1973年

県北部のサシトリ台、重兵衛fiIJ、竹生、此掛川[[(以 1--能代市)、土井(八森、町)の各遺跡;

の発掘調査で1L1II土し、!峰浜村沢I==-I地i又で土製支脚が表採されている。この他、引く1+1MWJ; (坑L7

次・第18次調査-秋I:lJjli)や三 1-刈E遺跡(引鹿市)でもその出土{グIjがある

註 2 北林八洲町~j- I古代(奈良・平安時代)青森県の 三

12 


	第123集 カウヤ遺跡
	序
	目次
	第1章 はじめに 第1節 発掘調査に至るまで 第2節 調査の組織と構成
	第2章 遺跡の立地と環境 第1節 立地と環境 第2節 歴史的環境
	第3章 発掘調査の概要 第1節 遺跡の概観
	第2節 調査の方法 第3節 調査の経過
	第4章 調査の記録 第1節 検出遺構と遺物
	第2節 遺構外の遺物
	第5章 まとめ



